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令和２年度 ひきこもりに関する実態把握調査アンケート

市・町・村

１ 調査目的

本調査は、ひきこもりの実態を把握し、その対策の大切な基礎資料として活用させ

ていただきます。

２ 調査対象

この調査では、下記に該当する方を「ひきこもりの人」として調査の対象とします。

議事資料６

様々な要因の結果として社会的参加（義務教育を含む就学、非常勤職を含む就労、家庭

外での交遊など）を回避し、原則的には６箇月以上にわたって概ね家庭にとどまり続け

ている状態の方（他者と交わらない形での外出をしている場合も含むが、重度の障害、

疾病、高齢等で外出できない方は除く。）
※この状態はあくまで目安です。類似していると思う場合は「ひきこもりの人」として回答

してください。

①普段は家にいるが、自分の趣味に関 ⑤仕事や学校で平日は毎日外出する

する用事のときだけ外出する ⑥仕事や学校で週に３～４日外出する

②普段は家にいるが、近所のコンビニ ⑦遊び等で頻繁に外出する

等には出かける ⑧人付き合いのためにときどき外出する

③自室からは出るが、家からは出ない ⑨その他

④自室からほとんど出ない

①自営業・自由業を含め、現在、何らかの仕事をしている方

②身体的な病気がきっかけで現在の状態になった方

③専業主婦・主夫、家事手伝いの方、妊娠、介護・看護、出産・育

児をしている方のうち最近６箇月間に家族以外の人とよく会話し

た又は時々会話した方

①６箇月未満

②６箇月以上

ひきこもりの人

１．その方は、普段どのくらい外出していますか。

２．その方がその状態となってどれくらい経過していますか。

①～④のいずれかに該当

３．その方は、次の①から③までの方に該当しますか。

②６箇月以上

①６箇月未満

①～③のいずれにも該当しない

「ひきこもりの人」の判断のフローチャート

⑤～⑨のいずれかに該当

対象外

対象外

対象外

①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
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３ 調査基準日

令和２年４月30日現在の情報で回答してください。

４ 調査方法

県内の民生委員・児童委員を対象とするアンケート調査です。

このアンケート調査はあなたが日頃の活動等の中で既に把握している情報をもとに

記入してください。なお、記入にあたり改めて調査していただく必要はありません。

また、ひきこもりの人のお名前や住所等、個人の特定につながる情報は不要です。

５ 調査結果の取扱い

調査結果は集計した上で公表することを予定していますが、担当地域ごとではなく

市町村単位での公表を基本とし、回答していただいた調査票そのものを公表すること

はありません。

６ 調査票提出方法、提出期限

本アンケートは委託事業で実施し、配布回収を行います。

提出締切は令和２年【６月上旬】です。

【調査実施機関・問合せ先】

高知県地域福祉部障害保健支援課

高知県高知市丸ノ内１丁目２番20号 Tel：088-823-9560
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あなた自身についてお尋ねします。

１ あなたの担当の地区はどちらですか？

⇒（ 市・町・村 地区）

２ 担当地区の世帯数を教えてください。⇒（約 世帯）

問１ あなたが担当する地区に、現在「ひきこもりの人」はいますか。

（数字に○をつけてください）

１ いる ２ いない ３ 分からない

１ いる ⇒ 何人いますか（ ）人 問４～問９へお進みください。

２ いない ⇒ 問２～問８へお進みください。

３ 分からない ⇒ 問５～問８へお進みください。

問２ 問１で「いない」とお答えの場合、過去の状況はいかがですか。

１ 過去にもそういう方はいなかった。

２ 現在はいないが、過去にはそういう方がいた。

問３ ひきこもりの人がいたときは、どの相談機関に相談しようと思いますか。

１ 市町村 （複数回答）

２ 生活困窮者自立相談支援機関（市町村社会福祉協議会等）

３ 福祉保健所

４ 高知県ひきこもり地域支援センター（高知県立精神保健福祉センター内）

５ 教育関係機関

６ その他（ ）

問４ ひきこもりの人の支援で困っていることはありますか。（複数回答）

１ 困りごとはない。

２ かかわりを拒否される。

３ 一人では抱えきれないと感じる。

４ ひきこもりに関する知識や支援方法がわからない。

５ どこに相談していいかわからない。

６ 相談したが、十分対応してもらえなかった。

７ その他（ ）
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問５ 民生委員・児童委員として今取り組んでいる（取り組んだ）ことを教えてください。

（複数回答）

１ 日頃からひきこもりの人や家族に声かけをしている。

２ ひきこもりの人や家族からの相談に応じている。（訪問含む）

３ ひきこもりの人や家族に相談窓口を紹介した。

４ 民生委員・児童委員自身が相談機関に相談した。

５ ひきこもりの人を集う場（趣味の場や作業の場など）に誘う。

６ かかわりたくない。

７ その他（ ）

問６ 民生委員・児童委員として取り組んでみたいことを教えてください。（複数回答）

１ 日頃からひきこもりの人や家族にあいさつや声かけをする。

２ ひきこもりの人や家族からの相談があればしっかり聴きたい。

３ ひきこもりの人や家族に相談窓口、または集いの場を紹介する。

４ 民生委員・児童委員自身が相談機関に相談する。

５ ひきこもりに関する研修会に参加して知識や対応技術を学ぶ。

６ ひきこもりの人を自分がしている趣味の場や作業の場などに誘う。

７ ひきこもりの人が集まる場所にボランティアとして参加する。

８ かかわりたくない。

９ その他（ ）

問７ ひきこもりに関する支援策で必要と思われるものを教えてください。（複数回答）

１ 個別的かつ長期的に訪問等でひきこもりの人やその家族にかかわる。

２ 関係機関同士の情報の共有や連携の強化。

３ 支援する側の知識・スキル向上のための研修会の実施。

４ 身近なひきこもり相談窓口を設置し、その窓口を広く広報する。

５ 家族の方への支援を充実させる。（家族対象の研修会など家族が対応を学ぶ等）

６ 家族同士が気軽に集まり、何でも話せる居場所が必要である。

７ ひきこもりの人同士が気軽に集まれる居場所が必要である。

８ ひきこもりの人の自立に向けた生活訓練や社会復帰訓練ができる場所の充実。

９ ひきこもりに関して、一般住民への正しい理解と知識の普及。

10 不登校の子どもへの支援を充実させて、ひきこもり状態に移行しないようにする。

11 その他（ ）

問８ その他、ご意見や行政に求めることなど、自由にお書きください。
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※問１でひきこもりの人が「いる」とお答えの方について

問９ ひきこもりの人の状況を教えてください。

⇒別紙「ひきこもりの人の個別調査票」にご記入ください。

○以下同じ用紙でひきこもりの人１人につき、３枚のアンケートをご記入ください。

○３人分のアンケート用紙を添えてありますが、アンケート用紙が足りない場合は、

コピーしてご使用いただくか、下記までご連絡ください。

【委託先名称】（電話：○○-○○）
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ひきこもりの人の個別調査票（ 人目）

該当する番号に〇をつける、または自由記載をお願いします。

・１世帯に２人以上おられる場合は、それぞれご記入ください。
・分かる範囲でご記入ください。
※具体的なお名前等は記載していただかなくて結構です。

１ 該当する方の性別を教えてください。

２ 該当する年齢を教えてください。※お分かりでない場合は推測で結構です。

３ その方の家族の状況について教えてください。同居者はいますか。

４ 同居者がいる場合

(１) その方はどなたと一緒に住んでいますか。（複数回答）

１ 男

２ 女

３ その他

１ 12歳以下

２ 13歳～15歳

３ 16歳～18歳

４ 19歳～23歳

５ 24歳～29歳

６ 30歳～39歳

７ 40歳以上

８ 不明

１ あり

２ なし

３ 不明

１ 父

２ 母

３ 兄弟姉妹

４ 祖父母

５ 配偶者

６ 子

７ その他（ ）
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(２) 同居家族の中に、その方以外にひきこもり状態にある方がいれば教えてくだ

さい。（複数回答）

５ その方の状況を教えてください。

６ あなたがその方の存在を知ったきっかけについて教えてください。（複数回答）

７ ひきこもっている期間について教えてください。

※例：１年１箇月の場合⇒「２ ２年～３年」

１ 父

２ 母

３ 兄弟姉妹

４ 祖父母

５ 配偶者

６ 子

７ その他（ ）

１ 自室からほとんど出ない

２ 自室からは出るが、家からは出ない

３ ふだんは家にいるが、近所のコンビニなどには出かける

４ ふだんは家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する

１ あなた自身の訪問等の活動

２ 民生委員児童委員協議会

３ 近所からの情報・相談

４ 本人・家族からの相談

５ 学校からの情報

６ その他（ ）

１ １年以下

２ ２年～３年

３ ４年～５年

４ ６年～７年

５ ８年～10年

６ 11年～20年

７ 21年～30年

８ 30年以上

９ 不明
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８ その方がひきこもりになったきっかけを教えてください。（複数回答）

９ その方の支援の状況について教えてください。（複数回答）

10 その方の暮らしぶりについて教えてください。

11 現在、その方は就労を希望していますか。

１ 小学生時の不登校

２ 中学生時の不登校

３ 高校生時の不登校

４ 大学生（専門学校生、短期大学生を含む）時等の不登校

５ 受験に失敗した（高校・大学等)

６ 就職活動がうまくいかなかった

７ 職場になじめなかった

８ 人間関係がうまくいかなかった

９ 病気（病名： ）

10 妊娠した

11 退職した

12 介護・看護を担うことになった

13 特にない

14 分からない

15 その他（具体的に： ）

１ 福祉サービスを受けている

２ 医療機関等の支援を受けている（通院など）

３ 行政機関等の支援を受けている（市町村、社会福祉協議会、保健所等）

４ 法人等民間事業の支援を受けている

５ 支援を受けていない

６ 分からない

７ その他（ ）

１ 生活保護を受給している

２ 生活保護を受給していないが苦しい

３ ゆとりがある

４ どちらともいえない

５ 分からない

６ その他（ ）

１ 就労を希望しており、就労支援を求めている

２ 就労を希望しているが、就労支援は求めていない

３ 就労を希望していない

４ 不明
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12 現在、その方に対し、あなたのかかわりはありますか。

13 その方について、どなたかに相談しましたか。（複数回答）

※恐れ入りますが、記入漏れがないかご確認をお願い致します。ご協力ありがとうございました。

１ ある

⇒現在のかかわりを教えてください

（かかわり： ）

２ ない

１ 相談していない。

（理由をご記入ください： ）

２ 民生委員・児童委員同士で相談した

３ 市町村に相談した

４ 社会福祉協議会に相談した

５ 保健所に相談した

６ 高知県ひきこもり地域支援センター（高知県立精神保健福祉センター内）に

相談した

７ 教育関係機関に相談した

８ その他（ ）


